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子どもと過ごす時間子どもと過ごす時間 第15回幼児教育研究大会を終えて
花川マリア幼稚園　教務主任　本吉　純子
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　♪かみさまといつもいっしょ わたしたちみんな♪朝のお祈りの歌がきこえ
てきます。子どもたちが小さな手を合わせて祈っています。毎日の祈りはカト
リック幼稚園の大切にしている時間です。祈りの時間に心と身体を静かにさ
せ、神様に心を向けていきます。お祈りのことばや聖歌を上手に唱えるために
行っているのではありません。『神様がいつも私たちを愛してくださっているこ
と』『どんなに失敗しても無条件に愛してくださること』それを子どもたちの心
に伝えたいのです。愛されている安心感から、自己肯定感を育て、自分と周り
の人たちを大切にする人、失敗してもチャレンジする人になってほしいので
す。やさしさや思いやりは目に見えませんが、人生の土台となる幼児期にだか
らこそ大切にしたいと思います。「言う事聞かないから、あなたはいらないよ」
なんて神様は絶対おっしゃいませんね。
　「あなたがだいすきだよ。あなたはとてもたいせつなんだよ」私たち教師も子
どもたちの心に神様のメッセージを伝えるメッセンジャーでいたいのです。

「あなたは神様に愛されて   
生まれてきた大切な人ですよ」

「おふろやさん」
　１０月に行われる恒例行事「おみせやさんごっこ」。縦割の各クラスで店決めの話し合いが始
まり、「イオン」「コンビニ」「ゲームセンター」など、現代の子どもには身近な複合店の名が挙がり
ました。その中で、ほし組のお店は「温泉（おふろやさん）」に決定。子ども達のイメージは、温泉
ホテルやスーパー銭湯のようなもの？これをどうやって表現しようか…。考えた担任は、園のすぐ
向かいにある銭湯「真駒内湯」へ。平成生まれの担任は、何とも言えない昭和の雰囲気満載の
この銭湯に感激し、クラスで見学させて頂くことに。子ども達は、浴槽に手を入れたり、初めて見
るマッサージ機や脱衣かごに興味津々な様子。店長さんのご厚意で実現した
銭湯初体験にみんな大喜びでした。
　おみせやさんごっこ当日。段ボールで作った番台に立った子は、手作りの
石鹸やケロリン桶を渡し「いらっしゃいませ。いいお湯ですよ。」と笑顔で接
客。浴槽係は、背中を流してくれます。小さなおふろやさんのおもてなしの
数々にお客さんもすっかりいい気分になり楽しんでいました。
　タッチパネルで料理や品物を選び、運ばれてくる便利な時代ですが、
こんな人と人とのふれあいもおみせやさんごっこを通し体験できたこ
とを嬉しく思いました。「真駒内湯」のように番台のある銭湯は、市内
に６箇所しかないそうです。子ども達に貴重な体験をさせて下さる
素敵な場所が地域にあることに感謝致します。

教頭　青山　邦子

園長　泉川　由利子

～心を尽くすということ～
　私は現在、大麻藤幼稚園で７７名の子どもたちと過ごしています。長い勤務の間には、自分の努力が足りず自信を無くしたり、先が見えなくなることもありましたが、人生の中で色々な局面に出会い様々な方と触れ合うことができました。そして、日々の子どもの成長、自分における日常の話・・・ちょっとした日々の積み重ねから、すべて言葉にしなくてもお互いの存在に意味があることに気付いたのです。そこからの私の課題は、あらゆる人のために心を尽くせるかということです。聖書のルカによる福音の中に、有名な「よきサマリア人の話」があります。山賊に襲われた旅人を敵対するサマリア人が介抱し、宿屋にその先の費用をも支払って立ち去りました。よきサマリア人は、誠心誠意旅人のために心を尽くしました。「心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさい」この言葉に倣って進めるように、今日も自分の心と立ち向かっています。

園長　天野　礼子

『見守って育てる』
　期待と不安でいっぱいだった新

入園児、進級の喜びで張り切っ

ていた進級児、様々な思いを胸に
新年度がスタートしてから時は

巡り、もうすぐクリスマスを迎えよう
としています。行事を迎える度

に子どもたちの可能性や無限の力
を感じています。

　登園し、朝の身支度を終えると、
子どもたちは自由選択活動（お

仕事）で、モンテッソーリ教具を使っ
て取り組んだり、製作をしたり、

好きなことをします。先日、年少さん
の女の子が他のお友だちのお

仕事の様子をじっくりと観察してい
ました。しばらくすると、自分も

興味を持ったのか同じことを取り
組み始めました。初めてのこと

だったので、やり方を紹介しようとし
ましたが、考えながら自分で進

めていく様子が見られたので、見守
ってみることにしました。する

と、普段は「どうするの？」「どうやる
の？」と質問が多い子だったの

ですが、保育者が教えなくても、他
の人から見て学び、すぐに自分

の力で実践していたのです。子ども
同士の関わりの中で、新しい事

を発見したり、『やってみよう』という
大切な興味や関心を、手をか

けすぎることで、無くしてしまわない
ように温かく見守りながら、子

どもたちと一緒に成長していきたい
と思います。

教諭　佐藤 聖羅
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大麻藤幼稚園

真駒内聖母幼稚園

苫小牧聖母幼稚園


